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表 1 心自発現率の比較1 は じ め に

1998年度本県において奨励品種に編入された「吟ぎんが」

(旧岩南酒13号)は ,こ れまで酒造好適米として奨励 して

きた「美山錦Jに比べ,醸造適性が優り,製成酒の官能評

価も「美山錦」と同等かやや良好という評価を得ている。

本報では,「吟ぎんが」の玄米の形態的特徴と,施肥別の

玄米品質の特徴について調査した結果を報告する。

2試 験 方 法

に)試験年次 1995～ 1998年
12)供試品種 吟ぎんが,美山錦
6)試験場所
1995,1997,1998年 :岩手県農業研究センター農産部銘

柄米開発研究室圃場

1996年 :岩手県江刺市愛宕 現地圃場
に)試験区の構成及び竃素施肥量
1995年は基肥窒素 6 kg/10aで追肥無し,1996・ 1997年

は基肥窒素 41g/10aで追肥が減数分裂期にそれぞれ15,

2 0kg/10aと した。1998年は,基肥を4,61g/10a,追

肥を幼穂形成期に2 kg/10a,減 数分裂期に2 1cg/10a,幼

穂形成期及び減数分裂期に l kg/10aずつの区を設定した。

1995年は IンP月巴料,その他の年は速効性肥料を使用した。

3 試験結果及び考察

(1)「吟ぎんが」の玄米の形態的特徴

「吟ぎんがJと「美山錦」の心自発現率の比較を表 1に

示した。「美山錦Jの心自発現率が30～40%で あるのに対

し,「吟ぎんが」では60%以上と高く,心自率についても

「美山錦」を上回っていた。また,腹自粒の発現率も「美

山錦Jに比べ低かった。

表 2には玄米の粒形について比較したものを示した。玄

米粒の長さは「美山錦」よりやや短いものの,幅は「美山

錦Jよ りもやや長く,長 さ×幅 (面積)は「美山錦Jを上

回っていた。また,玄米粒厚分布割合については,「美山

錦Jに比べ飾目2 1mm以上の割合がかなり多く,大 きさと

ともに厚みもあるという特徴があった (データ省略)。

2)施肥別の玄米品質の特徴
窒素の施肥量・追肥時期別の玄米品質について調査した

品種名 奨翡葉 奨墳議
心自率
奨賢課

(%)   (%)   (%)   (%)

1996年 1998年

吟ぎんが 613 427      240630
美山錦 270 395 260      440

注 1)飾 目 :1996年は1 9mm,1998年 は21Ш調製
2)心自発現率=心自発現粒数/全粒数 X100
3)心自率=(5大 +4中 +2小)/5n× 100
(n:調査粒数,大・中・小 :各心自の大きさに
区分される粒数)
4)腹白発現率=腹自発現粒数/全粒数 X100

表2 玄米粒形の比較 (1996年～1998年 )

品種名   長さ   幅  長さ×幅 長さ/幅
(側)  (ml)

吟ぎんが  524 323      1693

美山錦 533 3 14      16 74 1 70

注 1 9mm調製した玄米を使用

結果を,図 1・ 図2に示した。心自を含めた整粒歩合は ,

「美山錦Jでは70～80%であるのに対し,「吟ぎんがJは 80

～90%と 高かった。また,検査等級を比較すると,「美山

錦」は腹白等の未熟粒や被害粒が特に多肥区で多く,検査

等級が 2等～ 3等と低かったが,「吟ぎんがJは 1等が多

く,特等も出るなど検査等級が高いという結果力蒋 られた。

「美山錦」については,心白が少ないということで,そ れ

も検査等級を下げる要因になっているのではないかと推察

された。

図 1で「吟ぎんがJの品質を飾目丹1にみてみると,飾日

201mでは被害粒・未熟粒割合が高く,検査等級も低かっ

たが,飾 E121側 にすることで被害粒・未熟粒害1合が減少

し,品質・検査等級とも向上した。表 3には,粒厚分布割

合から算出した飾目別収量の比較を示したが,「吟ぎんがJ

はどの箭目でも「美山錦」より収量が多 く,飾 目を2 1mm

とした場合でも「美山錦」の2 0mm収量を上回る結果となっ

た。また,基肥量・追肥時期と玄米品質の関係は,幼穂形

成期に追肥したものでは,籾数が多く未熟粒が増加したが,

多肥区及び減数分裂期追肥区では登熟歩合が高く (データ

省略),心自粒を含めた整粒歩合も高かった (図 1)。
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図 1 窒素施肥量・追1巴時期及び飾
日と玄米品質 (吟ぎんが)

区別上段 :節目の大きさ (m)
下段 :窒素施肥量・追肥時期

(基肥+幼穂形成期+減数分裂期 :

増/10a)
調査年次は1998年

棒グラフ上の数値は,食糧事務所による検沓謝聰
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図2 窒素施肥量・追肥時期及び
飾目と玄米品質 (美山錦)

区別上段 :節 目の大きさ (Dm)

下段 :施肥量・追1巴 l寺期

(基肥+幼穂形成期+減数分裂期 |

kg/10a)
調査年次は1998年

棒グラフ上の数値は,食糧事務所による検査乳

窒素の施肥量・追肥時期による自米中の粗タンパク質含

有率の比較を,表 4に示した。70%精白米の場合,減数分

裂期追肥区及び多肥区で粗タンパク質含有率が若千増加し

たものの,適正基準の範囲内にあった。

4 ま

「吟ぎんが」は,「美山錦Jに比べ心白発現率が高くか

つ心自が大きく,玄米の大きさ。厚みも「美山錦Jに比べ

大きいという特徴があった。

品質的には,1998年 の施肥試験の結果から,「吟ぎんがJ

の玄米品質を向上されるためには,飾 目は2 1mmと するこ

と,追肥時期は減数分裂期とすることが望ましいとの結果

が得られた。

表3 飾目別収量の比較 (1995～ 1998年平均)

品種         収量(kg/a)
1 9mm 20:皿 2 1血

吟ぎんが 598 581 534
美山錦 574 314

1  1   1  2  1   2
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注 粒厚分布割合から算出した値

表4 施肥量・追肥時期による吟ぎんがの自米中粗タ
ンパク質含有率の比較

窒素施肥量(kg/10a)
基肥     追肥

幼穂   減数

1)飾目20]m調製した玄米を, 見掛け精米歩合70
%ま で鳩精した試料を使用。
2)Illタ ンパクは乾物換算値。
3)調査年次 :1998年
4)適正基準は,岩手県工業技術センクー斉藤によ
る基準 (山田錦並範囲)

粗タンパク  同左
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